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カーテン製品に関する消費行動とイメージ
生活環境デザイン学科 酒井 洋
緒言
インテリアを構成する諸要素の中で、カーテンは、その機能性、審美性の両面において重要な役
割を果たしている。カーテンは、室内のプライバシーの確保、採光の調節、保温など、各種実用的な
働きを示す一方、その装飾性において、特にその面積の広さから、設置されている部屋の印象を大き
く左右し、決定付ける重要なアイテムである。そのため、様々な機能性を持った、様々なデザインの
製品が市販されている。
またカーテンは、他の大型インテリアエレメント（家具、建具、住宅設備機器など）と比べて取り
替えやすいことから、その部屋を使用する人の嗜好を反映させやすい部分と言える。さらには、衣服
と比べるとそう頻繁に買い替えるものではないため、その選択には、流行よりも、インテリアに対す
るその人固有の考え方がより大きく反映するものと考えられる。そのため、カーテンの消費行動とい
うものの特性を明らかにすることは、他の分野と比べて、その製造や販売の改良や効率化に関して利
するところが多いと推測される。
これまで、カーテンの機能性を調べた研究1）～7）は数多く、またそのデザインが人に与える印象を解
析する研究8）～12）はいくらか散見されるが、その消費行動に関する学術研究の例は少ない。そこで本
研究において、カーテンの消費行動と管理方法、ならびにイメージの調査を行い、若干の基礎的知見
を得ることができたので報告する。
調査方法
18 歳から 22 歳の平安女学院大学の学生 64 人に対し、表 1に示したアンケート調査を行った。調
査の実施時期は 2006 年 6～7 月である。質問内容は、家庭におけるカーテンの設置・管理状況、購入
者、買い替え時期と購入において重視する項目、さらに購入したいカーテンのイメージである。イメー
ジの評定には、さまざまなカーテンのイメージをカバーすると考えられる 15 の形容詞対を用い、「と
ても」「少し」「どちらでもない」「少し」「とても」の 5段階で回答してもらった。各質問の単純集計
を行い、質問⑥と⑦については、若干のクロス集計を行った。
結果・考察
１ カーテンの設置・管理・購入状況
質問①～④で、学生自身の部屋、あるいは普段よく利用している部屋に、実際に設置してあるカー
テンの枚数、種類、管理、購入の状況について質問した。
カーテンの設置枚数の結果は表 2のようになった。Nは有効回答数を表している。2枚が約 70％、
1枚だけが約 20％、カーテンを利用していないケースは約 10％であり、2枚設置が圧倒的に多い状
況にあることが分かる。約 20 年前の調査結果13）によると、2枚は約 40％であり、この 20 年で 2枚
設置のケースがかなり増加している。光の透過率・遮光率を段階的に変えることができるというのが
2枚カーテンの最も大きな利点と思われるが、さらに、インテリアデザインの変化の幅を広げること
ができるという点も見逃せない。近年のインテリアに対する意識の高まりが、カーテンを 2枚設置す
るケースを増やす結果となっていることと考えられる。
表 3に、カーテンの種類の結果をまとめた。今回のアンケート調査では、実物を確認の上回答して
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表 1 使用したカーテンに関するアンケート
カーテンに関するアンケート
① あなたの部屋（あるいは普段 1番利用する部屋）に、カーテンは何枚（重ねて）掛かっていますか、当ては
まるものに○をつけてください。
1枚 2枚 0枚【ブラインドなど】
② そのカーテンの、色相、柄、生地のタイプ、素材について当てはまるものに○をつけてください。2枚の場
合は、厚手の方についてお答えください。
●色相
赤 黄赤 黄 黄緑 緑 青緑 青 青紫 紫 赤紫 黒 白 不明
●柄
無地 織り柄 プリント柄 その他（ ） 不明
●生地のタイプ
厚手のカーテン 薄手のカーテン レース その他（ ） 不明
●素材
綿 レーヨン アクリル ポリエステル その他（ ） 不明
③ どのくらいの頻度で洗濯を行いますか、近いものに○をつけてください。
週に 1回以上 月に 2回ほど 月に 1回ほど 2、3か月に 1回
半年に 1回 1年に 1回 数年に 1回 洗わない 不明
④ そのカーテンは誰が選びましたか。
（ ）
⑤ どのような時にカーテンを買い換えますか、当てはまるもの 1つに○をつけてください。
破れたとき 色あせたり変色したとき 汚れたとき 飽きたとき
引っ越したとき 家具を替えたとき 好みのカーテンを見かけたとき
⑥ あなたが新しくカーテンを購入するとして、どのような点を重視して選びますか、下の a ～ i の中から 3つ
選び、順位をつけてください。
a．色 b．柄 c．生地のタイプ d．素材 e．遮光性 f．防炎性
g．ウオッシャブル性（洗えるかどうか） h．ブランド品 i．価格
1位（ ） 2位（ ） 3位（ ）
⑦あなたが欲しいカーテンのイメージをそれぞれ 5段階でお答えください。
⑧ あなたの年齢をお答えください。
（ ）歳
ご協力ありがとうございました。
とても 少し どちらでもない 少し とても
さらっとした しっとりした
かわいらしい 大 人 び た
あたたかい 涼 し い
やわらかい か た い
安 定 な 動きのある
田 舎 風 都 会 風
単 純 な 複 雑 な
理 知 的 情 熱 的
繊 細 な 大 胆 な
女 性 的 な 男 性 的 な
渋 い 華 や か な
伝 統 的 最 新 の
軽 い 重 い
穏 や か な 鋭 い
静 か な にぎやかな
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もらったものではないため、「不明」という項目を用意した。その結果、実態の正確さについてはあ
いまいな点も残るが、少なくともその傾向は確認することができた。また、後述するように、カーテ
ンに対する意識の一部を浮き彫りにすることができたと考えられる。
色相は、赤が多く、また全般的に暖色系が多かった。赤が多かったのは、そこにピンクが含まれる
ためと思われる。柄は、無地、織り柄、プリント柄の順だがそれほど大きな差はなく、生地のタイプ
は、厚手が薄手よりもやや多い結果となった。素材に関しては「不明」が約 60％と多く、またそれ
以外では「綿」が大部分を占めたが、実際には化学繊維ももっと多いはずである。つまりカーテンの
素材の種類には、全般的にあまり関心が払われていないことが分かった。カーテンに対する意識の傾
向の一端がここに垣間見える。
カーテンの洗濯頻度の結果を表 4に示す。月に 2回以上洗うケースはなく、半年に 1回も洗わない
ケースが多数を占めた。今回調べた範囲では、カーテンの汚れの解析の研究データを見つけることが
できなかったが、洗濯を行わない期間が延びると、塵埃の類はかなりの量になることが予想される。
その結果として保温性などの機能の低下を引き起こし、また、何かの加減でその埃が空気中に散乱す
ることがあれば、喘息などの発症の引き金にもなりかねない。カーテンの汚れに関しては今後の検討
課題としたいが、適切なペースでの洗濯は当然必要だと考えられる。
カーテンの購入者に関しては表 5のような結果となった。自由回答形式のため、「親」と答えた場
合と「母親」と答えた場合が入り混じっている。約半数が自分で選んでいることが分かる。「その他」と
しては、「祖母」「姉」「もともとあった」などであった。
表 2 カーテンの設置枚数
表 4 洗濯頻度
表 3 カーテンの種類
表 5 購入者
0 枚 11.1％
1 枚 19.0％
2 枚 69.8％
N＝63
色相 柄 生地のタイプ 素材
赤 22.6％ 無 地 40.4％ 厚 手 50.0％ 綿 25.5％
黄 赤 5.7％ 織 り 柄 31.6％ 薄 手 41.1％ レ ー ヨ ン 3.6％
黄 13.2％ プリント柄 26.3％ レ ー ス 5.4％ ア ク リ ル 0.0％
黄 緑 13.2％ そ の 他 1.8％ そ の 他 1.8％ ポリエステル 7.3％
緑 1.9％ 不 明 0.0％ 不 明 1.8％ そ の 他 3.6％
青 緑 5.7％ N＝57 N＝56 不 明 60.0％
青 11.3％ N＝55
青 紫 0.0％
紫 0.0％
赤 紫 3.8％
黒 1.9％
白 18.9％
不 明 1.9％
N＝53
週に 1回以上 0.0％
月に 2回ほど 0.0％
月に 1回ほど 7.0％
2、3 か月に 1回 5.3％
半年に 1回 17.5％
1 年に 1回 17.5％
数年に 1回 7.0％
洗わない 19.3％
不明 26.3％
N＝57
自 分 45.5％
母 親 21.8％
親 14.5％
その他 18.2％
N＝55
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２ 買い替えの時期と購入時の重視項目
質問⑤、⑥で、カーテン買い替えの時期（きっかけ）と、購入時に何を重視するか、という消費
行動に関わる質問を行った。
カーテン買い替え時期の結果は表 6のようになった。「引っ越したとき」が多く、続いて、「色あせ
たり変色したとき」、「飽きたとき」、という結果となった。「引っ越したとき」が全体の約 30％を占
めているが、カーテンの買い替えを主体的にそれ自体を目的として行うことが少なく、また買い替え
頻度が非常に低い傾向にある人が多いことを意味する。ただし、「色あせたり変色したとき」「破れた
とき」「汚れたとき」というような、カーテンの品質が低下した場合に買い替える人が全体の約 40％
を占め、また、「飽きたとき」「家具を替えたとき」「好みのカーテンを見かけたとき」というような
積極的な買い替え派も全体の約 30％を占めた。インテリアに対する意識が高く、積極的にインテリ
アのコーディネートを行っている、ある一定層が存在することを示していると考えられる。
表 7は、カーテンを購入する際に重視する項目の結果である。カーテンの購入においては色が非常
に重要な要素で、続いて柄、価格であった。その他の要素が購入に際し与える影響は比較的小さく、
特にブランドで選ぶ人が一人もおらず、その点被服の購入との差が出ている様子がうかがえる。
次に、この結果について、カーテン買い替え時期の回答とのクロス集計を行った。買い替え時期に
関しては、上記のように、ほぼ同人数の三つのグループに大きく分けられると考えられる。そこで今
回、便宜上以下のようにグループ名を付けた。「色あせたり変色したとき」「破れたとき」「汚れたと
き」で一つのグループとし、カーテンの品質の低下時に買い替えることから、『品質』グループと名
づけた。また、「飽きたとき」「家具を替えたとき」「好みのカーテンを見かけたとき」を合わせてグ
ループとし、他と比べて買い替え時期が早いと考えられることから、『積極』グループと名づけた。
「引っ越したとき」はそのまま『引っ越し』グループとした。それぞれのグループで、カーテンを購
入する際に重視する項目について何らかの違いがあるかどうかを見るために、それぞれのグループご
とに重視項目の集計を行った。そのとき、データの比較をしやすいように、1位を 3点、2位を 2点、
3位を 1点として合計し、さらに、それぞれのグループごとで合計の点数が 100 点となるように規格
化を行った。
結果をまとめたものが図 1である。『積極』グループの特徴は、他のグループに比べて、「色」と
「柄」の重要性がさらに高いことである。カーテンの品質の劣化が起こる前に買い替えるため、色柄
が重要ポイントになっているものと考えられる。『品質』グループの特徴は、「遮光性」と「ウオッ
シャブル」が高い点である。機能性重視の傾向が現れている。『引っ越し』グループは、「価格」が比
較的高いようである。カーテンのデザインや機能に対するこだわりが、他のグループと比べて若干低
表 6 カーテン買い替えの時期 表 7 カーテンを購入時に重視する項目
破れたとき 11.9％
色あせたり変色したとき 22.0％
汚れたとき 6.8％
飽きたとき 22.0％
引っ越したとき 27.1％
家具を替えたとき 6.8％
好みのカーテンを見かけたとき 3.4％
N＝59
1 位 2 位 3 位
色 72.1％ 13.1％ 4.9％
柄 11.5％ 32.8％ 11.5％
生地 3.3％ 9.8％ 11.5％
素材 1.6％ 13.1％ 16.4％
遮光性 4.9％ 14.8％ 9.8％
防炎性 0.0％ 0.0％ 1.6％
ウオッシャブル 3.3％ 3.3％ 9.8％
ブランド品 0.0％ 0.0％ 0.0％
価格 3.3％ 13.1％ 34.4％
N＝61
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いことが見て取れる。
３ 欲しいカーテンのイメージ
質問⑦で、欲しいカーテンのイメージについて、15 の形容詞対についてそれぞれ答えてもらった。
その結果を、前述の買い換え時期の区分で分けたグループごとの平均値で図 2に示した。▲が『積
極』グループ、■が『品質』グループ、○が『引っ越し』グループである。
全般的に落ち着いたカーテンが好まれる傾向にあるが、「田舎風－都会風」「渋い－華やかな」「伝
統的－最新の」の形容詞対においては、それぞれ「都会風」「華やかな」「最新の」がやや好まれる傾
図 1 カーテン購入時に重視する項目
図 2 欲しいカーテンのイメージ
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向にあった。その他、「さらっとした－しっとりした」「やわらかい－かたい」「女性的な－男性的な」
「軽い－重い」「穏やかな－鋭い」「静かな－にぎやかな」においては、それぞれ「さらっとした」「や
わらかい」「女性的な」「軽い」「穏やかな」「静かな」が強く好まれる傾向にあった。
また、グループ別に見ると、「女性的な－男性的な」において若干差が見られるようで、『引っ越し』
グループが特に女性的なイメージのカーテンを好むが、『積極』グループはそうでもないという結果
となった。これは一般的な傾向であるのか、女子大学生特有のものであるのかは、今回の研究では明
らかにすることができない。さらに詳しい統計的な解析も含めて、今後の課題としたい。
結論
本研究において、カーテンの消費行動に焦点を当てたアンケート調査を行い、その基本的な傾向を
明らかにした。カーテンの設置枚数は 2枚のケースが多く、また暖色系が多かったが、その素材に関
しては、あまり把握されていない傾向が見られた。カーテンの買い替え時期に関しては、積極的に買
い替えを行う『積極』グループ、品質の低下があった場合に買い替える『品質』グループ、引越しの
際に受動的に買い替える『引っ越し』グループの、三グループに分かれ、それぞれカーテンを選ぶ際
に重視する項目に関しても特徴的な傾向を示した。ただし、このグループ分けが妥当なものかどうか
は、統計解析を含めたさらなる検討が必要である。カーテンのイメージとしては落ち着いたものが好
まれる傾向にあったが、「都会風」「華やかな」「最新の」も選ばれる傾向にあった。カーテンのデザ
イン・販売のための有用な基礎的なデータを得る事ができたと考えるが、今後さらにアンケートの対
象を広げ、また具体的なデザインと対比させることで、より詳細な解析を進めたいと考えている。
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Consumption Behavior and Image of Curtain
Hiroshi SAKAI
In this research, the consumption behavior towards curtains was investigated with the use of a
questionnaire, and the basic tendencies for consumption were clarified. In many cases, one set of two
curtains was installed, and many curtains were bought in warm colors. There was a tendency for the
consumers to ignore the kind of the material the curtains were made of. There were three reasons why
curtains were purchased : the“active”group, where people bought the curtains of their own volition,
the“quality”group, where people bought the curtains after the quality of the curtains they owned had
deteriorated, and the“moving”group where people bought the curtains passively when they moved
homes. Each group showed a characteristic tendency towards the item that was thought important when
they selected the curtains. They tended to choose curtains based on the following criteria :“city style”,
“colorful”, and“latest”although they tended to settle their choice based on curtains they felt were
relaxing and comforting.
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